
シンポジウム開催とアンケート結果
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資料２－２



シンポジウム開催概要 新たな道路で描く未来の都市づくりシンポジウム
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アンケート調査概要 目的・手法・設問内容

設問１．回答者の属性

同左

設問２．熊本市の発展に必要な道路網

同左＋具体的な強化区間

設問３．その他、熊本市の道路交通課題

同左

設問１．回答者の属性

年齢、住所、熊本県の居住年数、日常の車の利用状況（利用目的）

設問２．熊本市の発展に必要な道路網

道路が担うべき役割、強化すべき区間

設問３．その他、熊本市の道路交通課題

自由意見
3

設
問
項
目

手
法

①シンポジウム会場アンケート ②WEBアンケート

シンポジウム会場にて、アンケート調査を実施
（8/28）

WEB上にて、アンケート調査を実施
（9/19-25：1週間）

シンポジウム来訪者 熊本県内在住者他

調
査
対
象

目
的

熊本市を中心とした将来必要な道路網の構想・計画のための基礎調査として、市民の意見や要望等を把握する。

回
収
結
果

１７２票 ８０８票

合計９８０票



アンケート調査概要 アンケート調査票
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アンケート調査概要 アンケート調査票
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主に業務内容に利用

1%

主に業務の移動に利用

7%

主に通勤・通学に利用

25%

買い物

44%

通院

3%

送迎

3%
レジャー

10%

その他

4%

無効票

3%

5年未満
8%

5年以上

10年未満

4%

10年以上

20年未満

11%

20年以上
73%

熊本県に

住んだこ

とがない
4%

無効票

0%

熊本市中央区
19%

熊本市東区

15%

熊本市西区

8%

熊本市南区

6%

熊本市北区

10%

熊本県内

36%

他県
6%

10代

2%
20代

4%

30代
14%

40代
23%

50代

29%

60代
21%

70代

6%

80代以上

1%

アンケート調査結果 回答者の属性
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■回答者の属性

□年齢 □職業・車の利用目的

□住所 □熊本の居住年数

n=980

n=980 n=980

n=980



役割 重視する割合※1                       特徴

公共交通の利便性向上 86%

中心部の混雑緩和 83%

日常生活の利便性向上 83%

産業の活性化 83%

災害時の代替性確保 81%

救急医療施設への速達性向上 78%

観光客増加 77%

遠方都市との交流促進 77%

企業誘致の促進 74%

中心部の賑わい創出 66%

周辺都市との交流促進 56%

アンケート調査結果 道路が担うべき役割
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■道路が担うべき役割

・大部分の属性において重視度が8割を超えている
・特に70代以上が重視

・大部分の属性において重視度が8割を超えている
・特に10代～20代が重視

・大部分の属性において重視度が8割を超えている
・属性による大きな偏りは無い

・大部分の属性において重視度が8割程度となっている
・特に10代～20代・70代以上、職業では業務で車を利用する方が重視

・大部分の属性において重視度が7割を超えている
・属性による大きな偏りは無い

・大部分の属性において重視度が7割を超えている
・特に業務で車を利用する方、送迎の方※2が重視

・大部分の属性において重視度が7割を超えている
・送迎で車を使う方※2、業務で車を利用する方が重視

・大部分の属性において重視度が7割程度となっている
・特に業務で車を利用する方が重視

・業務で車を利用する方※2、熊本駅等のある西区在住者が重視

・年齢層では10代～20代、70代以上、居住地では県外の方が重視

n=980

・大部分の属性において重視度が8割を超えている
・特に業務で車を利用する方が重視

確認属性：年齢、職業・車の利用目的、
居住地、居住年数

⇒熊本市民の「日々の生活の中での動き」となる項目を重視する傾向がある。

※1“重視する”（5段階評価のうち、5または4）と回答した割合を表示 ※2 対象属性のサンプル数が少なく、信頼性がやや低い内容（サンプル数：50票未満）



区間 重視する割合※1                       特徴

環状道路 75%

中心部の幹線道路 73%

熊本空港～中心部 72%

高速道路～中心部 72%

救急医療施設～地域拠点 70%

観光地～中心部・交通結節点 68%

地域拠点～中心部 66%

救急医療施設～高速道路 64%

工業団地～交通結節点 48%

卸売市場～交通結節点 43%

熊本港～中心部 43%

アンケート調査結果 強化すべき区間
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■強化すべき区間

・大部分の属性において重視度が7割を超えている
・特に年齢層では70代以上、居住地では西区の方が重視

・大部分の属性において重視度が7割を超えている
・特に職業では業務で車を利用する方、居住地では西区の方が重視

・大部分の属性において重視度が7割程度となっている
・特に業務で車を利用する方が重視

・大部分の属性において重視度が7割程度となっている
・特に年齢層では70代以上、利用目的では通院目的の方※2が重視

・大部分の属性において重視度が6割を超えている
・特に年齢層では70代以上、職業では業務で車を利用する方が重視

・大部分の属性において重視度が6割を超えている
・特に年齢層では10代～20代、職業では業務で車を利用する方が重視

・大部分の属性において重視度が6割程度となっている
・特に業務で車を利用する方※2、通院目的で車を利用する方※2が重視

・年齢層では10代～20代、職業では業務で車を利用する方が重視

・年齢層では10代～20代、居住地では県外の方が重視

・属性による大きな偏りは無い

n=980

⇒「日々の生活の中での動き」「中心部と交通結節点のつながり」となる項目を重視する傾向がある。

・大部分の属性において重視度が7割を超えている
・特に年齢層では10代～20代、職業では業務で車を利用する方が重視

※1“重視する”（5段階評価のうち、5または4）と回答した割合を表示

確認属性：年齢、職業・車の利用目的、
居住地、居住年数

※2 対象属性のサンプル数が少なく、信頼性がやや低い内容（サンプル数：50票未満）



アンケート調査結果 具体的な強化区間
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市役所付近

熊本駅

流通団地

益城熊本空港IC

熊本IC

熊本空港

植木IC

熊本港

水前寺

浄行寺

近見

全体図

※合計379回答

［凡例］

：特に回答が多い箇所

：回答が多い箇所

■具体的な強化区間

➢ 市役所付近や熊本駅、熊本空港、熊本IC等を結ぶ区間の強化が望まれている。



分類 主な意見

道路
（交通）

［都市高速道路］（サンプル数：45）
・現在の九州縦貫道から、市街地中心部までの都市高速道路をつくるべき。
・空港～熊本駅や中心部をつなぐ有料道路は必要だと思います。
［立体交差］（サンプル数：37）

・幹線道路同士の交差点を立体交差にすべき。
［右折車両］（サンプル数：3）

・市電沿いの道路において、右折の車がいた場合、右折レーンがないので車が詰まる。
それを見越して中央レーンに車が多くなっている。

・例えば産業道路で右折車線が無い所で右折する車がいる為、そのせいで車の流れが悪くなっている。
右折禁止にするだけでも改善されると思われます。

［信号機］（サンプル数：13）

・渋滞緩和のために信号機の調整を行ってほしい。

公共交通

［全般］（サンプル数：13）

・体調が悪いときや、職場の飲み会で飲酒し、車を運転できない状態にあるとき、公共交通機関がなく、
郊外では、代行かタクシー以外の選択肢がない。

［バス網］（サンプル数：7）

・バスは特に乗り換えが煩雑であるうえ、バスターミナルまで行かねばならない。コスト面での負担が大きすぎる。
［既存の鉄道網］（サンプル数：11）

・市電の高速化、延伸。
［新たな公共交通網］（サンプル：9）

・モノレール/地下鉄を作って欲しい。

その他

［自動車交通の削減］（サンプル：14）

・景観に配慮することや、思い切って自動車（マイカー）を使わないやり方もあるのではないか。
［道路空間の有効利用］（サンプル：7）

・地域の人口推移を見据えた道路づくりを考えてほしい。（人口増加の見込みがある地域に充実した道路整備）
［拠点間のアクセス強化］（サンプル：19）

・熊本駅と熊本空港のアクセスの利便性を高める。
・遠方からのアクセスは高速道路に集中するが、アクセス路（一般道）が弱く、時間が読みにくい。
・熊本インターから熊本市中心部まで慢性的な渋滞緩和。

道路

（交通）

42%

公共交通

21%

その他

37%

アンケート調査結果 自由意見

10

■その他、熊本市の道路交通課題

n=487


